






研究目的 

クレチン症患児に不器用さ,行動異常言語障害,学習障害などの脳機能障害を高頻度に認め

，またこれらの神経症状の出現と精神・神経的な発達遅延とは平行関係にある，と報告さ

れている。今回我々は,神経生理学的観点より,終夜睡眠ポリグラムがクレチン症患児の精

神・神経発達の一指標となり得るか否か,を検討した。 


